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In this study, two chiral iridium luminescent complexes, Δ and Λ forms, were investigated 

for their circularly polarized luminescence (CPL) and magnetic circularly polarized 

luminescence (MCPL) properties in CH2Cl2 and DMSO solutions, respectively. 
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当研究室では、これまでに光学不活性なイリジウム発光

体に外部磁場を印加することにより、磁気円偏光発光

(MCPL)の発現に成功している。1） 

本研究では、キラルな２つのイリジウム発光体 1および

2を光学分割により得た。それぞれのイリジウム発光体の

Δ体と Λ体を用い、CH2Cl2溶液中および DMSO溶液中に

おいて、円偏光発光(CPL)および磁気円偏光発光(MCPL)の

発現について検討した。 

まず、イリジウム発光体 Δ-1, Λ-1, Δ-2 および Λ-2 を

CH2Cl2溶液中、1.0×10-3 M, 1.0×10-4 Mの濃度で CPL測定

を行った。その結果、それぞれ 1.0×10-3 Mにおいて λCPL=512 

nm, 515 nm, 523 nm, 514 nmで CPLの発現を見出した。こ

の時の異方性因子(|gCPL|)は、それぞれ 2.83×10-3, 2.48×10-3, 

9.65×10-4, 1.61×10-3 であった。続いて、イリジウム発光体

Δ-1, Λ-1, Δ-2および Λ-2を CH2Cl2溶液中、1.0×10-3 Mの濃

度で MCPL 測定をしたところ、磁気円偏光発光の発現を

確認した。詳細は当日発表する。 

 

1) Phys. Chem. Chem. Phys., 2021, 23, 5074-5078.  

Fig. 1. CPL (upper) and PL 

(lower) spectra of Δ-1(blue),  

Λ-1(red), Δ-2(green) and Λ-2 

(yellow) in CHCl3 (1.0×10-3 M). 
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